
 【登録基準】  
   《ハード》   ・床面積は原則25㎡以上  ・構造・設備が一定の基準を満たすこと 

           ・バリアフリー（廊下幅、段差解消、手すり設置） 
   《サービス》  ・サービスを提供すること （必須サービス：安否確認・生活相談サービス  

           を提供） ［サービスの例：食事の提供、清掃・洗濯等の家事援助 等］ 
   《契約内容》 ・長期入院を理由に事業者から一方的に解約できないこととしているなど、 

           居住の安定が図られた契約であること 

            ・敷金、家賃、サービス対価以外の金銭を徴収しないこと 

            

 【入居者要件】 
  ・６０歳以上の者 又は要支援・要介護認定者 

 

  
  

サービス付き高齢者向け住宅 

住み慣れた環境で必要なサービスを受
けながら暮らし続ける 

診療所、訪問看護ステーション、 
ヘルパーステーション、 
デイサービスセンター 
定期巡回随時対応サービス（新設） 

○バリアフリー化や居住者への生活支援の実施等の基準を満たす住宅について都道府県等が登録を実施。 
 ※サービス付き高齢者向け住宅の登録制度は、「高齢者の居住の安定確保に関する法律」（高齢者住まい
法）の改正により、平成23年10月に創設 
○料金やサービス内容など住宅に関する情報が事業者から開示されることにより、居住者のニーズにあった住
まいの選択が可能。 
 

サービス付き高齢者向け住宅の登録制度の概要 


